











































根本の仏として崇拝するという所謂宗祖本仏義、二祖日興上人一人に日蓮聖人 正統が継承された する血脈相承等、他派との懸隔が大きかった。行政上は「日蓮宗」の枠内であり、勝劣派に属したが、他門流とは宗義上全くの別宗である。し がって、大石寺信仰を日蓮聖人の正統 して信仰する以上、信仰者の側からは大石寺以外の「日蓮宗」を首肯することは困難であった。　
加賀藩内における「日蓮宗」は、近世中期以降、羽咋妙成寺が触頭






卯辰慈雲寺（現在、法華宗真門流）の住僧、了妙 へ改宗ことによる騒動 以下「了妙一件」 ）を直因に 享保十一年（一七二六）十二月十三日に発令された。この主因が上述した末寺の不存在であり、享保十一年法令では「富士派之義ハ本寺有之事候得共、御領國ニては右派之宗門前々より無之付て」とされた。　
かかる情勢にあって、大石寺では翌享保十二年（一七二七）三月、























































































































































































































































































































































































































































































候、先年も庄田兵庫既堅請合被申候へとも御聞及之次第ニ成候」とあるのは享保十二年（一七二七）の末寺建立願を指している。この文から三月五日の出願は、唐突なものではなく、一定の準備と成算のもとでなされたように思われる。す わち、庄田兵庫が堅く請け合ったが末寺建立は成就しなかったのである。ここからは、出願以前から日詳上人と庄田兵庫との間に何らか 接点が存したのは確実であり、庄田兵庫も信者であった文面にも読み取れる。この庄田兵庫 二人に可能性が存する。　
一人は庄田兵庫孝溥（千六百石） 。御近習御用を勤めた。もう一人
はその後嗣である庄田孝正（五百石） 。孝正は享保十五 （一 三〇）家督相続し、兵庫と改めた。享保十二年当時の兵庫であれば孝溥であるが、本書の享保十八年（一七三三）時点は孝正であ 何 の可能性もあるが断定できる材料もない。ただし、どちらにしても藩主に近侍した職掌であった は動かない 或は、庄田兵庫 半田権左衛門も内側から末寺建立へ 助力をしていたと思われる。本書 「一時ハくり可引時は引候事益と申行ニて候 乃至
　
此願之一段ハ緩ハ有
















享保十四年（一七二九） 、元文五年（一七四〇 、寛保二年（一七四二） 、明和七年（一七七〇） 四度が確認される。このことは禁令下の大石寺信仰が相当の拡がりを維持して展開した証左 もあろう。　
法令の法理からは、教義内容や信仰信条による禁止ではなく、末寺






























































































（） 「江戸両老より大石寺願書等四通の写を添へて、国老奉行への状」 （全文） 『富要』九─二九二頁

駿州富士大石寺より願の品之有り、一昨五日御式台まで使僧を以て書付指し越され候、其旨趣は、彼寺一派の宗義御国にも信仰 輩之有り







前田近江守様、奥村伊与守様、横山大和守様 本多安房守様、奥村内記様、村井主膳様、長九郎左衛門様 今枝民部様 本多図書様 津玄蕃様、中川式部
（


























































































（（） 「聞番より両老への報告」 （全文） 『富要』九─二九三頁









































駿州富士大石寺より願の品之有 、三月五日 御式台まで使僧を以書附指し越され候に付き、半田権左衛門 出て 右頭の品取次ぎ候義、成り難き趣き挨拶に及び候へども、達て 付暫く留置き候様、使僧申し候旨にて指置き罷り帰り候故、則御内覧に入れられ 決して御許容成され難き趣 に付き、重ねて使僧相招き 許容成され難 趣尚更申し述べ、右書付相返し 大炊殿、修理殿、御添紙面を以て、大石寺書付の写、権左衛門へ使僧申し述べ候口上書写一通 使僧へ権左衛門申し述べ候趣き写二通、指し越され候に付き 御渡成され披見仕り候、右一巻御許容成され難 段、権左衛門申し達し事済み申し候へども、大石寺願書付の内、 の義は、日蓮聖人正嫡古跡の霊場、数百年の今に至り、法水瀉瓶にして一滴の誤無き正法の
富士大石寺による加賀藩への末寺建立願をめぐって（横山雄玉）
一九六


















（（） 「聞番より両奉行への状」 （全文） 『富要』九─二九七頁




















































（（） 宗信は法名であり俗名を金左衛門と称した。講頭職を勤めた中心信者の一人である。宝暦三年（一七五三）十一月十七日死去。法名、壽性院宗信日順（大石寺過去帳） 。子息の一人、金助が大石寺に出家し、大石寺学頭・信領院日良師となった。 （品川妙光寺等所蔵「御譲座」 ）
（
（（） 享保初年頃の有力者の一人 この周辺については拙稿「近世加賀藩に
佛教大学大学院紀要
　
文学研究科篇
　
第四十八号（二〇二〇年三月）
一九七
おける大石寺信仰禁教令の基礎的考察
─
福原式治・次郞左衛門の
同異説を中心に
─
」 （ 『日蓮正宗教学研鑽所紀要』第二号所収
　
二
〇一五年）で略述した。
（
（0） 妙喜寺文書
（
（（） 「加越能文庫」所収
　
特
（（.（（-（（0　
金沢市立玉川図書館近世史料館所
蔵。
（
（（） 妙喜寺文書
（
（（） 本節の周辺は別稿を用意している。
（
（（） 「日詳尊師御書」 『妙光寺所蔵古文書選集解読
　
一』六〇頁
　
妙光寺
　
一九九七年
（
（（） 享保十八年の比定は前注同所において検討されており筆者も同意する。
（
（（） 『加賀藩史料』編外編
　
五三頁
　
長元寺は一致派の日蓮宗。
（
（（） 前掲注（
（（）拙稿（第三章
　
ロ『秘釈独見』をめぐって）にて少々触
れた。
（
（（） 『富要』九─二八九頁
（よこやま
　
ゆうぎょく
　
文学研究科歴史学専攻博士後期課程）
（指導教員：今堀
　
太逸
　
教授）
二〇一九年九月三十日受理
